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　平成22年度一般会計の当初予算総額は、歳入・歳出ともに57億4,100万円となり、前

年度の当初予算に対し、２億9,780万円(対前年度比約5.5％増)の増額となりました。

　歳入については、町が自主的に収納又は徴収できる「自主財源」は11億4,457万８千

円(歳入の20.0％)、また、国や県の意志によって定められた額が交付される「依存財源」

は45億9,642万２千円(歳入の80.0％)となり、依然として「依存財源」に頼らざるを得

ない状況です。歳入に占める「自主財源」の割合は、前年比2.8％減となっており、こ

れは各自治体の行政活動の自主性と安定性を確保できるかどうかに大きく関わってくる

ため、できる限りの「自主財源」の確保に努めることが重要です。

　歳出については、国が政策に掲げた「コンクリートから人へ」を反映させた子ども手

当等が新たに計上されたほか、新幹線開業に伴う観光関連事業費及び津軽三味線の名人

で名誉町民でもある高橋竹山生誕100年に関する事業費も計上しています。また、経常

経費は行財政改革による事務・事業の見直しを行いながらも除排雪委託料やゴミ処理な

ど、生活基盤に係る経費を優先的に確保に努めたところです。

　人口減少や少子高齢化に加え景気低迷を反映し、自主財源に乏しく地方交付税に依存

している現状を踏まえ、財政状況に対する危機意識を持ち、今後は、歳入について社会

情勢の推移や国・県の動向を注視しながら、新たな財源獲得にも最大限の努力をしてい

きます。また、歳出については、緊急性・重要性の高い施策の重点化・優先化を図りつつ、

経常的経費と投資的経費についても創意工夫によるコスト削減に努めていきます。

一般会計　歳入・歳出ともに

予算総額　57億4,100万円

新年度予算決定！
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特　別　会　計 歳　　入 歳　　出

 国民健康保険特別会計 19億1,758万円 19億1,758万円

 国民健康保険平内中央病院事業
 会計収益的収支

12億6,205万円 12億5,770万円

 国民健康保険平内中央病院事業
 会計資本的収支

8,223万円 １億2,348万円

 水道事業会計収益的収支 ３億2,273万円 ２億7,397万円

 水道事業会計資本的収支 6,932万円 ２億2,736万円

 特殊索道事業特別会計 2,555万円 2,555万円

 老人保健特別会計 2,310万円 2,310万円

 農業集落排水事業特別会計 １億2,790万円 １億2,790万円

 漁業集落環境整備事業特別会計 ２億9,172万円 ２億9,172万円

 公共用地先行取得事業特別会計 1,028万円 1,028万円

 公共下水道事業特別会計 ２億6,754万円 ２億6,754万円

 介護保険特別会計 11億2,921万円 11億2,921万円

 後期高齢者医療特別会計 ２億4,985万円 ２億4,985万円

○一般コミュニティ等助成事業補助金 ……… 1,540万円

○生活路線バス及び

　　　　　　スクールバス運行委託料 ……… 8,082万円

○参議院議員通常選挙費 ……………………… 1,078万円

○重度心身障害者医療費 ……………………… 3,115万円

○介護・訓練等給付費 …………………… １億6,700万円

○児童手当 ……………………………………… 1,352万円

○こども手当 ……………………………… １億8,200万円

○保育所運営費 …………………………… ３億3,589万円

○各種検診・健康診査等委託料 ……………… 2,461万円

○一般廃棄物可燃ゴミ焼却業務委託料 ……… 3,700万円

○ゴミ(粗大・不燃・リサイクル)

　　　　　　　　　　収集運搬委託料 ……… 3,717万円

○し尿処理施設管理運営費負担金 …………… 8,000万円

○漁港建設事業費 ………………………… ２億8,318万円

○除排雪委託料 ………………………………… 7,000万円

○道路新設改良費 ……………………………… 4,950万円

○長期債元利償還 ………………………… ７億3,160万円

○特別会計繰出金 ………………………… 11億4,611万円

　※特別会計…町の会計において、一般会計とは別に設け

　　られている独立した経理管理が行われている会計

平成22年度特別会計当初予算平成22年度の主な事業内容

歳入
57億

4,100 万円

自主財源
11億4,458万円

(20.0％)

依存財源
45億9,642万円

(80.0％)

②その他

③地方譲与税

④各種交付金

⑧地方債

⑦都道府県支出金

⑥国庫支出金

【その他内訳】

分担金及び負担金　１億2,390万円

使用料及び手数料　　　5,338万円

財産収入　　　　　　　　949万円

寄附金　　　　　　　　1,200万円

繰入金　　　　　　　　　260万円

繰越金　　　　　　　　1,500万円

諸収入　　　　　　　　5,664万円

【各種交付金内訳】
利子割交付金　　　　　　390万円
配当割交付金　　　　　　 30万円
株式等譲渡所得割交付金 　10万円
地方消費税交付金　　　9,900万円
ゴルフ場利用税交付金　　900万円
自動車取得税交付金　　1,180万円
地方特例交付金　　　　　937万円
交通安全対策特別交付金　200万円

歳出
57億

4,100 万円

①地方税

⑤地方交付税

②総務費

①議会費

③民生費

④衛生費

⑤労働費

⑥農林水産業費⑦商工費⑧土木費

⑨消防費

⑩教育費

⑪公債費

⑫その他

①地方税 ……………… ８億7,157万円 (15.2％)
②その他 ……………… ２億7,301万円 ( 4.8％)
③地方譲与税 ……………… 5,630万円 ( 1.0％)
④各種交付金 ………… １億3,547万円 ( 2.3％)
⑤地方交付税 ………… 28億2,752万円 (49.2％)
⑥国庫支出金 ………… ４億5,048万円 ( 7.8％)

⑦都道府県支出金 …… ６億2,945万円 (11.0％)
⑧地方債 ……………… ４億9,720万円 ( 8.7％)

歳 入 構 成 状 況歳 出 構 成 状 況

①議会費 …………………… 8,652万円 ( 1.5％)
②総務費 ……………… ８億2,722万円 (14.4％)
③民生費 ……………… 10億  863万円 (17.6％)
④衛生費 ……………… ３億5,910万円 ( 6.3％)
⑤労働費 ……………………… 996万円 ( 0.2％)
⑥農林水産業費 ……… ４億9,000万円 ( 8.5％)
⑦商工費 ……………… １億5,369万円 ( 2.7％)
⑧土木費 ……………… １億9,775万円 ( 3.4％)
⑨消防費 ……………… ２億6,481万円 ( 4.6％)
⑩教育費 ……………… ４億6,103万円 ( 8.0％)
⑪公債費 ……………… ７億3,274万円 (12.8％)
⑫その他 ……………… 11億4,955万円 (20.0％)

【その他内訳】
特別会計繰出金　　　11億4,611万円円
基金費　　　　　　　　　　　241万円
予備費ほか　　　　　　　　　103万円

★ご不明な点がありましたら、下記までお問い　

　合わせください

　　役場　総務課　財政係　☎７５５－２１１１

※各表・グラフともに端数処理については、万単位で

　四捨五入しています。
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平内町教育委員会

☎７５５－２５６５

新刊図書紹介コーナー

123

①青森ドロップキッカーズ 　　森　沢　昭　夫

②教室の亡霊　　　　　　　　 内　田　康　夫

③カッコウの卵は誰のもの 　  東　野　圭　吾 

④新・雨月戊辰戦役朧夜話　　 船　戸　与　一

⑤蒼き信長　　　　　　　　　 安　部　龍太郎

⑥東京アクアリウム　　　　　 小　池　真理子

⑦竜の涙　　 　　　　　　　　柴　田　よしき

⑧真綿荘の住人たち　　　　　 島　本　理　生

⑨ザコールデスト・ウィンター朝鮮戦争

　　　　　　　 ディヴィット・ハルバースタム 

⑩日本でいちばん大切にしたい会社

　　　　　　　　　　　　　 　坂　本　光　司

⑪初女さんのお料理　　　　 　佐　藤　初　女

⑫神様のカルテ　　　　　　　 夏　川　草　介

○４月の休館日 　11日・25日・29日

「子どもをほめよう、叱ろう、励まそう」

生涯学習情報
町民ひとり１学習・１スポーツ・１ボランティアを実践しよう

お し ら せ

「ひらないカレッジ」
～閉 講 式～

　２月24日(水)、平内町立山村開発センターにおいて、平

内町教育委員会主催「ひらないカレッジ～いきいきコース

～」全13講座の締めくくりとなる閉講式が行われました。

　式では、亀田教育長から、受講生に修了証が手渡された

後「ひらないカレッジのみならず、教育委員会では様々な

学習機会を設けているので、脳や身体の活性化のためにも、

どんどん参加して欲しい。最終的には、自分たちで講座を

企画・立案できるところまで、もっていけるようになって

欲しい」という主旨のお話しがありました。

　主催者と受講生による懇談会では、講座を受講しての感

想や、次年度への要望などが話し合われました。

　その後、ローリング(室内カーリング)を参加者全員で楽

しみ、１年間共に学んだ仲間と交流を深めました。

　平内町教育委員会では平成22年度「ひらないカレッジ」

の企画・立案に参加くださるボランティアを募集します。

　「こんなことを学びたい」「こんなスポーツを体験したい」

「平内町をもっと知りたい」と思っている方をお待ちして

います。おひとりでも、グループでも構いません。

「ひらないカレッジ助っ人隊」急募！

▼応募締切：平成22年４月12日(月)

▼連 絡 先：平内町教育委員会

　　　　　 ☎７５５－２５６５(内線：３５５)

生涯学習カレンダー
４月

１日(木)
◆保育園・保育所入園・進級式
◆山彦幼稚園進級式

６日(火) ◆春の全国交通安全運動(～15日）

７日(水)
◆管内小・中学校入学式
　　　　一学期始業式・新任式

８日(木)
◆青森東高校平内校舎入学式・新任式
◆心配ごと相談日

12日(月) ◆町並み清掃週間(～18日)

18日(日) ◆家庭の日

19日(月)
◆粗大ゴミ収集運搬(平中、新生町、赤坂台、
　本町、寺町、下町、元町、川原町、勝田町、
　沼館、緑町、浜子、夜越山)

20日(火)
◆粗大ゴミ収集運搬(東田沢、野内畑、盛田、
　福島、福館、平川、東和、浅所、間木、東滝、
　白砂)

21日(水)
◆粗大ゴミ収集運搬(藤沢、山口、小豆沢、　
　中野、上中野、板橋、土屋、浪打、茂浦、
　浦田、稲生)

22日(木)
◆粗大ゴミ収集運搬(内童子、清水川、小林、
　一本松、薬師野、松野木、外童子、口広、
　口広開拓、折戸、狩場沢、陸奥ヶ浦、助白井)

23日(金) ◆春季大清掃(～24日)

　このページのカレンダーは、その月の主な行事と
「生涯学習カレンダー」に記載されている事業に変更
があったものを記載していますので「生涯学習カレン
ダー」と照合してご活用ください。



5 Ｈ22・４月号「第610号」

地域に花を咲かせましょう
花の苗を販売します

・生涯学習情報

問 役場　産業振興課　公園管理係

　☎７５５－２６６３

　花を育てる活動を行っている各種団体(町内会、公民館、

学校、ＰＴＡ、事業所)を対象に、花の苗を販売します。購

入を希望される団体は、花の種類や受付期間を確認のうえ、

産業振興課公園管理係までお申し込みください。

　また、花の苗を購入された団体は、生涯学習のまちづく

り推進本部で開催する「花いっぱいコンクール」への参加

をお願いいたします。

◆販売価格　１ポット 40円

◆春 の 花　パンジー４色、キンセンカ、クリサンセマム、

　　　　　　アリッサム、金魚草

　　　　　　【受付期間】４月１日(木)～４月15日(木)

　　　　　　【受渡期間】４月16日(金)～４月30日(金)

◆秋 の 花　赤サルビア、ジニア、マリーゴールド

　　　　　　【受付期間】５月１日(土)～５月15日(土)

　　　　　　【受渡期間】６月１日(火)～６月15日(火)

※花苗は数量に限りがあり、申し込み数量を調整すること

　がありますので、ご了承願います。
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女性の健康を守るがん検診
保健だより

hiranai

役場　保健福祉課　保健係

　☎７５５－２１１４

問

～検診で早期発見に努めましょう～

子宮がん検診を受けよう！

　子宮がんは、子宮頸がんと子宮体がんがあります。特に、

子宮頸がんは全体の７割を占め、30～40歳代に多くなって

います。

　近年、子宮頸がんの原因がヒトパピローマウイルス(HPV)

の感染であることが分かってきました。そのヒトパピロー

マウイルスとは、ごくありふれたウイルスで、性交渉によっ

て感染していき、女性のほとんどが一度は感染する機会の

多い性感染症といわれ、日本でも20歳代に急増しています。

★対象者　20歳以上　　　★受診間隔　２年に１回

　子宮がん検診では細胞診を行います。

　子宮頸部の表面から、綿棒でとった細胞を顕微鏡で

調べます。痛みなどはほとんどありません。

【子宮がん検診】

※子宮体部検診は、40歳以上で最近６カ月以内に不正出

　血のあった方を対象に実施しています。

乳がん検診を受けよう！

　現在、日本人女性の20人に１人が乳がんにかかるとい

われ、女性の壮年層(30～64歳)のがんの死亡原因のトッ

プになっています。乳がんは、乳腺の細胞が何らかの原

因でがん細胞に変わり発症するがんです。乳がんが、他

のがんと異なるのは「自分自身で発見できる」ことです。

月に一度は自己検診を行いましょう。

★年齢により次のような検査をします

○39歳以下の方：医師の視触診(毎年)

○40～59歳の方：医師の視触診と画像診(２年に１回)

○60歳以上の方：画像診(２年に１回)

【乳がん検診】

※画像診(マンモグラフィ)：乳房の奥のがんやしこり

　になる前の極早期のがんも発見することができます。

▼月経前後は乳房が張るので、月経１週間後くらいに行う

▼閉経後は月に１回決まった日に行う

▼しこりを感じたら必ず専門医を受診する

次の項目をチェック！

 ①左右の乳房の形の変化

 ②ひきつれやくぼみの有無

 ③赤く腫れた部分はないか

 ④乳頭のただれはないか

 ⑤分泌物が出ていないか

～自己触診のタイミング～

骨密度検診を受けよう！

　最近“背中が丸くなってきた”“腰が曲がってきた”とい

う状態は、かつては単なる老化現象と思われていましたが、

実はこれも骨粗鬆症の症状のひとつです。背中や腰の骨が

スカスカになり、徐々に「腰が痛い、重苦しい」などの症

状を感じるようになり、圧迫骨折につながることもありま

す。転倒などによる骨折の他、何もしなくても、じわじわ

と骨がつぶれていくことも骨粗鬆症の怖いところです。

★40、45、50、55、60、65、70歳の女性が対象です

　骨密度測定を行います。

【骨密度検診】

　骨を丈夫に保つには、体を良く動かし適度な運動を

行う、カルシウムの豊富な食品を取る、日光を浴びる

という３つのことが大切です。

　骨密度検診で、自分の骨量の状態を知り、骨粗鬆症

の予防などに役立てましょう。

骨を丈夫にする食品

★牛乳・乳製品はカルシウムの王様★

　牛乳はコップ１杯で約200㎎のカルシウムを含み、

そのうち50～53％が体内にとり込まれます。ほかにも

良質のたんぱく質やビタミンＤなど体内のカルシウム

吸収を助ける栄養素がたっぷりです。

○カルシウムが豊富な食品

　牛乳、ヨーグルト、チーズ、スキムミルク、納豆、

　豆腐、にぼし、桜えび、しらす、小松菜、…など

★ビタミンＤやＫがカルシウム吸収に効果的★

○ビタミンＤが豊富な食品

　牛乳、魚(特に生ざけ、にしん、かれいなど)、

　きのこ類、干ししいたけ、レバー、…など

○ビタミンＫが豊富な食品

　納豆、チーズ、…など

大事なのは骨量密度です！
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日　　程 活動・場所 内　　容

４月９日(金)
９：30～11：00

親子ふれあいワーク
支援センター

 遊びの広場：お友達と一緒に遊ぼう！

４月16日(金)
９：30～11：00

ぴよぴよ絵本サークル
支援センター

 絵本や紙芝居の読み聞かせを行います

４月26日(月)
９：30～11：00

すくすくクラブ
支援センター

 身体測定と折り紙遊びをしましょう
 【お問い合わせ先】
平内町地域子育て支援センター
　　　　　　☎７５８－１２１４

☆ 子育て支援センター ☆

４月の行事予定

　下記の日程で、平成22年度特定健診・各種がん検診を行い

ます。受診される方は、忘れず期間内に申込みをしてくださ

るようお願いいたします。

【申 込 期 間】平成22年４月14日～４月30日

【申込書提出先】役場保健福祉課又は地区の保健協力員

　※保健協力員の氏名は、申込用紙の裏面に記載しております。

　※申込用紙は３月31日に回覧で各家庭に配布します。国保の

　　方には、申込書を郵送します。

　※申込用紙は、役場保健福祉課窓口にも準備しておりますで、

　　必要な方はお問い合わせください。また、電話での申し込

　　みも受付しております。

実　施　会　場 月　日 受 付 時 間

 稲生漁民センター　　※① ６月１日(火) ６：30～７：30

 浦田公民館 ６月１日(火) ８：30～９：30

 山口コミセン ６月２日(水) ７：00～９：00

 勤労青少年ホーム　　※② ６月９日(水) ７：00～９：00

 勤労青少年ホーム　　※② ６月10日(木) ７：00～９：00

 間木コミセン ６月11日(金) ７：00～９：00

 浅所公民館 ６月15日(火) ７：00～９：00

 勤労青少年ホーム ６月17日(木) ７：00～９：00

 口広コミセン ６月22日(火) ７：00～９：00

 狩場沢公民館 ６月24日(木) ７：00～９：00

 松野木公民館 ６月29日(火) ７：00～９：00

 東田沢防雪管理センター ７月５日(月) ７：00～９：00

 清水川コミセン ７月９日(金) ７：00～９：00

 勤労青少年ホーム ７月15日(木) ７：00～９：00

 茂浦コミセン ７月16日(金) ７：00～９：00

 勤労青少年ホーム

　　　(社保被扶養者) ※③
７月26日(月) ７：00～９：00

※①６月１日稲生地区で胃がん検診を受ける方は、７時まで

　　に受付をするようお願いします。

※②６月９日・10日は大変混み合いますので、可能な方は

　　６月17日・７月15日での申込みをお願いします。

※③７月26日(月)の複合検診は、社保被扶養者の方を対象

　　に実施いたします。特定健診の申込みは、青森県総合

　　健診センターへ電話、ＦＡＸ、郵送でお願いします。

　　 ▼青森県総合健診センター

　　　〒030-0962　青森市佃２丁目19－12

　　　　Tel ７４１-２３３６ 　Fax ７４１－２３８６

実　施　会　場 月　日 受 付 時 間

 勤労青少年ホーム

７月７日(水) 13：00～14：00

７月８日(木) 13：00～14：00

８月５日(木) 17：00～18：00

10月17日(日) ９：00～10：00

※骨粗鬆症検診は７月７日に行います。

※８月５日は夜間検診、10月17日は休日検診となります。　

　是非ご利用ください。

地　区 送迎場所 時 間 検診実施会場

土　屋
 ほたて広場・

    土屋バス停
６：30

６/２・山口コミセン

浪　打 大石平バス停 ６：35

内童子 旧保健福祉館前 ６：30 ６/17・青少年ホーム

外童子 三浦商店前 ６：30 ６/29・松野木公民館

白　砂 白砂コミセン ６：30 ７/５・防雪管理センター

藤　沢 藤沢バス停 ６：30 ７/15・青少年ホーム

※帰りは、９：30に検診会場を出発します。

　病気になると、病気になったことのショックや、こ

れからの生活と治療のこと、体調の変化に伴う不安な

ど、さまざまなつらい思いを体験します。

　でも同じ不安を抱える人が集い、明るく楽しい生活

を送ろうといろいろな想いを語り、支え合いながら正

しい知識を学ぶ場があります。

　会について詳しく知りたい方、または入会を希望さ

れる方は下記までご連絡ください。

【青森県よろこびの会】

 ▼連絡先　青森県総合健診センター

　〒030-0962　青森市佃２丁目19-12

　　Tel ７４１-２３３６ 　Fax ７４１－２３８６

【ほほえみネットワーク(乳がん患者会)】

 ▼連絡先　〒036-8035　弘前市百石町32

　　　　　　　　今方「ほほえみネットワーク」

　　Fax：０１７２－３２－４２３９(Faxのみ)

　　Ｅ-Mail：hohoeminet55@yahoo.co.jp

～がん患者会のご紹介～

平成22年度生活習慣病等検診日程

★子宮がん・乳がん検診、骨粗鬆症検診★

★複合検診(特定健診、各種がん検診)★
○下記の地区は、最寄りの検診会場までバスで送迎いたしま

　すので、送迎場所及び時刻等をご確認ください。

問 役場　保健福祉課　保健係

　☎７５５－２１１４
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 平成22年度
 　エイジレス・ライフ実践者
 　　及び社会参加活動事例の募集
　内閣府ではエイジレス・ライフ(年齢にとらわれず自らの責

任と能力において自由で生き生きとした生活を送る)を実践し

ている高齢者、地域で社会参加活動を積極的に行っている高齢

者のグループを広く紹介し、既に高齢期を迎え、又はこれから

迎えようとする世代の高齢期における生活の参考としてもらう

ために、これら活動事例の募集を行っています。

◆募集する活動事例

・過去に培った知識や経験を活かし、高齢期の生活で社会

　に還元し活躍している

・自らの時間を活用し、近所づきあいや仲間うちなどでの

　支え合い活動に積極的に貢献している

・中高年から一念発起して、物事を成しとげた

・壮年期において達成した地位や体面などにとらわれず、　

　高齢期を新しい価値観で生き生きと生活している

・自らの努力、習練等により、優れた体力・気力等を維持

　し活躍している

・地域社会のなかで、地域住民のリーダーやコーディネー

　ター的な役割を発揮し、生き生きと生活している

①エイジレス・ライフ実践者

　下記のいずれかを実践している概ね65歳以上の方

②社会参加活動

　　積極的な活動を通じ、社会とのかかわりを持ち、生き

　生きと充実した生活を送っている概ね65歳以上の方が中

　心となって構成しているグループ等

〈推薦方法〉

　　高齢者福祉担当窓口(町役場 保健福祉課 福祉係)

　に４月９日(金)までに、左記活動を行っている方の

　氏名やグループ名、活動内容が分かるものを提出(自

　薦・他薦を問わず)。

〈紹介事例の決定等〉

　　内閣府に都道府県・指定都市・中核市及び高齢者

　関連団体から推薦のあった事例について、選考委員

　会から意見を聴取し、決定します。決定した事例に

　ついては、書状と記念の楯を授与します。

問 役場　保健福祉課　福祉係

　☎７５５－２１１４

　２月22日(月)、平内町漁協本所において平成21年度心の

健康づくり研修会が、町役場と東地方保健所との共催で開

催されました。

　県内及び平内町を含む東地方保健所管内の自殺者は、働

き盛りの壮年期の男性に多いことから、壮年期自殺者数の

減少を図ることが課題となっています。

　当町ではこれまで、紙芝居の作成や上演、保健協力員や

民生委員、そして町民の方を対象にこころの健康づくり研

修会を開催してきましたが、働き盛りの男性の参加が難し

いため、21年度は事業所などで実施しようということで、平

内町漁協職員を対象に今回の研修会が開催されました。

　まず、青葉こころのクリニック院長の佐々木俊徳氏を講

師に『うつ病とこころの健康について』と題して講演があ

り「うつ病は真面目で頑張り屋さんがなりやすく、決して

なまけ病ではない。身体症状が現れたり、認知症と思われ

る人の中に、実はうつ状態やうつ病の場合もあり、誰でも

なりうる。うつ病を発症した方には、決して励まさないこ

とと、ゆっくりと休ませてあげることが必要である」など

が話されました。

　また、東地方保健所と町保健師から『平内町の自殺者の

現状』や『平内町のこころの健康に関する調査』と題して

話され、当町では男性の自殺者が年々増加し、特に平成15

年～19年では９：１で男性が多いことなどが情報提供として

ありました。

　今後も、働き盛りの方を対象とした研修会の開催や、町

民の皆さまに広報等で「心の健康」について情報提供して

いきたいと考えています。

【男性】

・40歳代、50歳代に多い

・仕事中心の生活で、趣味がなく、仕事が生きがい

・ストレス源は借金、リストラ

・抑うつ傾向の高い人は、ストレス対処法として飲酒

　があり、適量を超えている人が多い

【女性】

・60歳代以降に多い

・健康問題、経済、生活問題が多い

・睡眠に問題を抱えている方が多い

・ストレス源は経済的なこと、対人関係の問題

・ストレス対処法としては「人に話して発散する」が

　多い一方「じっと耐える」という方も多い

・同居家族の方が抑うつ傾向の高い人が多い

・男性よりもこころの健康についての関心が高い

「平内町・心の健康に関する調査」から

心の健康づくり研修会開催
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後期高齢者医療制度加入の皆さまへ

①後期高齢者医療制度について
　国においては、多くの国民の方々のご意見を踏まえ、後

期高齢者医療制度は、平成25年３月をもって廃止し、４月か

ら新たな医療制度へ移行するとし、高齢者、関係団体、有

識者で構成される「高齢者医療制度改革会議」において、

具体的な検討を進めています。

②青森県後期高齢者医療保険料について
　青森県後期高齢者医療広域連合では、現行制度が廃止す

るまでの間、高齢者の方々に不安や混乱を生じさせること

のないよう、可能な限り保険料の増加を抑制するとともに、

サービス水準の維持・充実を第一義とし、平成22年度・23

年度の後期高齢者医療保険料率を次のとおり定めました。

◆改定後の保険料率

　均等割額…40,514円

　所得割率…　7.41％

　結果として、平成22年度・23年度の後期高齢者医療保険

料率は、平成20年度・21年度と同様となっております。

③後期高齢者医療保険料の求め方について
◆保険料(上限50万円)＝均等割額＋所得割額

　・均等割額【被保険者全員が納める額】

　　40,514円

　・所得割額【所得に応じて納める額】

　　(前年の総所得金額等－33万円)×7.41％

④後期高齢者医療保険料の軽減措置について
　平成22年度の保険料の軽減措置については、平成21年度

と同様に、以下のとおり継続となります。

◆均等割額の軽減

　世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」と「世

帯主」の総所得金額等の合計所得額により、以下の軽減が

受けられます。

◆所得割額の軽減

　所得割額を負担する方のうち、総所得金額等から基礎

控除額33万円を差し引いた後の所得が58万円以下(年金

収入で153万円から211万円まで)の方は、所得割額を５

割軽減します。

◆被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減

　後期高齢者医療制度に加入する直前までサラリーマン

の夫やお子さんに扶養されていた方は、均等割額が９割

軽減され、所得割額のご負担はありません。

⑤保健事業(健康診査)の実施について
　被保険者の健康の保持増進のため、事業実施主体を広域

連合とし、市町村に委託して健康診査事業を実施してい

ます。自己負担はありませんので、受診を希望される方は、

役場保健福祉課保健係までお問い合わせください。

　なお、平成22年度は、これまで健康診査の対象から除外

されておりました、生活習慣病の治療者の方についても、

受診の対象となります。

⑥保険料の納め忘れ等について
　保険料を納めることができない特別の事情がないにも

かかわらず、保険料を滞納すると、有効期間の短い短期被

保険者証が交付されたり、保険証を返還してもらい、被

保険者資格証明書(医療機関等の窓口において、医療費の

全額を一時的にご負担していただくことになります)が交

付される場合がありますので、改めてお手元の納付書を

ご確認の上、保険料の納め忘れがありましたら早急に納

付されますようお願いします。

　後期高齢者医療制度について、分からない事、困った事

がありましたら、下記までお問い合わせください。

問 ・役場　保健福祉課　後期高齢者医療係

　☎７５５－２１１４

・青森県後期高齢者医療広域連合

　☎７２１－３８２１

肝臓機能障害のある方へ

　平成22年４月から肝臓機能障害が身体障害者手帳

の障害として認定されることになりました。

※身体障害者手帳の認定を受けることにより、税の減免や重度障

　害者の場合は医療費助成などの福祉サービスの対象となります。

※詳しくは、下記までお問い合わせください。

▼障害福祉課　肝臓機能障害ホームページ

　　http://www.pref.aomori.lg.jp/welfare/welfare/kanzou.html

▼障害者相談センター

　　☎０１７２－３２－８４３７

▼役場　保健福祉課　福祉係

　　☎７５５－２１１４

★７割軽減→8.5割軽減

　合計所得額が33万円以下の方

★９割軽減

　合計所得額が33万円以下の方のうち、世帯内の「後期

高齢者医療制度の被保険者全員」が、年金収入80万円以

下で他の所得がない世帯の方(給与収入等がある場合で

も、控除後の所得が０円である場合)

★５割軽減

　合計所得額が33万円＋{24万５千円×同世帯の被保険

者数の人数(被保険者である世帯主を除く)}以下の方

★２割軽減

　合計所得額が33万円＋(35万円×同世帯の被保険者数

の人数)以下の方

◆対象者：認定基準に該当する肝臓機能障害のある方

◆手続き：役場保健福祉課へ必要書類を添えて申請

おしらせ



10・Ｈ22・４月号「第610号」 平内中央病院だより・

　病院の事務局というのは、完全な裏方であるため、なか

なか仕事が見えない部署かと思います。しかし、仕事の範

囲は広く、院内を動き回っていることもしばしば。意外と

皆さまの身近なところで作業をしています。

　当院事務局は、事務局長をはじめ医事係(９名)・庶務係

(５名)・経理係(３名)で構成されています。

　その中で、一番皆さまと接する機会が多いのが医事係で

はないでしょうか。院内に入っていただき右手、カウンター

にいる受付や、医療費の計算をしている職員がそうです。

他には、保険請求業務や健康診断・予防接種などの申し込

みを承ったり、証明書の発行等、医療事務に関すること全

般を行っています。当院の医事係はベテラン揃いで、保険

や診療報酬の知識が豊富です。医療費について不明な点が

ありましたら、遠慮なくお尋ねください。

　庶務係は施設管理、環境整備、備品・消耗品等の管理、

給料をはじめとした職員に関する業務を行っています。皆

さまの目に触れるところでは、備品の修理や草刈り、雪か

きをしている職員です。事務職員の削減により、目の行き

届かないところも出てきていると思います。敷地内を歩い

ていて気になる点がありましたら、ぜひ事務局に声をかけ

てください。また、忘れ物・落し物を管理しているのも庶

務係です。現在も相当量お預かりしていますので、お心あ

たりのある方はお申し出ください。

　最後に経理係ですが、その名のとおり経理に関する業務

を行うところです。当院は、収入・支出から利益(損失)を

算出する公営企業会計を採用しています。さて、今年度の

経理係は、特に平成20年度以前の医療費自己負担分のご入

金をお願いするため、お知らせを送付させていただいたり、

電話でのご連絡をさせていただいております。というのも、

近年、健康保険の未加入や資格喪失、医療機関での医療費

の未払い問題は大きくなっており、すでに他自治体病院で

は未収金対策として、救急診療時の預り金制度の導入や、

入院時の連帯保証人の義務化、裁判所への提訴とそれに伴

う強制執行などを取り入れています。

　当院についても、今年度90万円程度の改善がみられまし

たが、昭和62年度から積み上げられた窓口未収金は、かな

り大きな額となっています。

　預り金制度や連帯保証人の義務化は、一般の患者さんに

とっても負担になるということで、現在は導入を見送って

おりますが、将来的には導入も検討しなければならないと

思っております。

　もし、金額やお支払方法についてお困りのことがあれば、

分割でのお支払やご自宅への徴収にも対応させていただき

ますので、お気軽にご相談ください。

医療費の納め忘れはありませんか？
「平内中央病院事務局」です！

事務局経理係　主事　石岡むつき

　今月号では「平内中央病院事務局」経理係のエース

である石岡主事から、事務室の様子を紹介していただ

きました。

医療費のお支払は…
受診日もしくは、請求があってから

３日以内にお願いします！

平内中央病院だより

平成22年５月１日から
土曜日完全外来休診となります

『医師情報交換会』開催！

　２月17日(水)、町内開業医と平内町中央病院常勤医が

集まり『医師情報交換会』が開催されました。

　これは、昨年11月に開催された「平内町医師懇談会」

時に「定期的な会合が必要」との意見が出されたことと、

新型インフルエンザの集団予防接種で相互が協力し合っ

たことから、情報を交換すべく開催されたものです。

　交換会では「平内中央病院の将来についてどう考えて

いるか」「１月から眼科が休診となったが、診療再開に

ついて見通しはあるのか」「今後も相互に協力し合いま

しょう」「診療報酬が改正されるが、現場の状況が分かっ

ていない」など、約２時間にわたって様々な意見・情報

交換がなされました。

　今回の交換会をうけ「次回は、お互いの顔を知り、話

をする機会を設けるため、医師のみならず看護師や技師

にも参加してもらい、より交流を深めましょう」と確認

したことから、今後とも継続的な会議・会合等を開催し

ていくこととしました。

　平内中央病院では、これまで毎月第１・３・５土曜日

の午前中に外来の受付をしておりましたが、平成22年

５月１日から土曜日の外来が完全休診となります。

　これは、常勤医４名体制という厳しい労働環境の中、

勤務条件を改善し、少しでも医師の負担の軽減を図る

ものです。皆さまには大変ご不便をおかけしますが、

問 平内中央病院

　☎７５５－２１３１

医師確保にもつながることでもあ

りますので、ご理解とご協力をお

願いいたします。

　なお、救急の患者さんは従来ど

おり救急外来で対応することとし

ておりますので、ご利用ください。
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当町の一次産業の姿をご紹介します

　当町は、ご存知のとおり海・山・川に囲まれた自然豊かな

町で、基幹産業となるのはやはり水稲を中心とした農業、養

殖ホタテの漁業などの一次産業となっています。

　今月号では、農業と林業についての現状をお知らせし、今

後の一次産業のあるべき姿を一緒に模索していただきたと思

います(来月号では、畜産業と漁業についてお知らせします)。

　わが町の農業生産額は、現在約９億円とピーク時よりも

大幅に減少し、厳しい産業構造となっています。これは、

米の価格の低迷、米の生産過剰を背景にした生産調整によ

ることが一つの原因と考えられます。

　町の水稲作付面積は、昭和45年の1,510haをピークに年々

減少し、平成８年には922haに、平成21年には670haまで減

少しています。

　現在は、水田面積(1,240ha)の４割以上(557ha)で転作が

行われ、主にそばや飼料作物等へ作付の転換が図られてい

ます。このほか、交付金を活用し大豆作付に取り組む農家

も増え、約10ha程となっています。

　また、野菜生産はピーマン・トマトが産地指定を受けて

以降、順調に伸びを示していましたが、現在は高齢化や担

い手不足などで、減少傾向となっています。一方で、直売

所や産直、学校給食では取り扱い・売上げが伸びてきてお

り、更なる地産地消推進のためにも、高品質で安定的な供

給が求められています。

米 野菜 花き その他

平成元年 1,402,000 213,000 － 114,000

平成９年 1,135,000 296,000 20,000 63,000

平成18年 660,000 220,000 10,000 50,000

★農業生産額の推移(青森農林水産統計年報)

　町の森林面積は17,066haで、町の総面積の78.7％となっ

ています。その74％にあたる12,629haが民有林で、更にそ

の55％にあたる6,779haがスギ、マツなどの人工林です。

　森林は、様々な働きを通じて私たちの暮らしを支える大

切な存在です。しかし、森林の成長には長い年月が必要で

あるため、森林の取扱いは長期的な視点に立って、計画的

かつ適切に行う必要があります。

　このことから、平内町森林整備計画に基づき、森林の有

する多面的機能が十分発揮されるよう、森林の重視すべき

機能に応じて「水土保全林」「森林と人との共生林」「資源

の循環林」の３つに区分し、各機能の充実と森林施業の合

理化のため、森林組合あおもりを中心に森林施業の団地化

や共同化を図り、間伐等保育作業を計画的に進めています。

　しかし、長期にわたる原木の価格低迷や高齢化による担

い手不足、更には不在村者所有林等もあるため、間伐等保

育作業を思うように進める事が出来ず、維持管理が放棄さ

れた未整備森林が依然として多い状況となっています。

　一方、近年国内では、間伐材や不良木を利用した合板材

等の製造で国産材の需要が伸びてきていますが、平内産材

においては、間伐材を中心にスギ材の大半がトビグサレ病

の被害を受けており、そのほとんどは秋田の合板会社に低

価格で出荷されている状況です。

　このように、間伐等の遅れが木材の品質の低下を招き、

林業関係者の減収をもたらしているため、今後は林業関係

団体と協力し、枝打ちや間伐等の保育作業を確実に進め、

健全な森林づくりを促進することが重要課題となっていま

す。また、郷土樹種であるヒバの植林による緑豊かな美し

い山村空間の形成や、担い手育成と確保を図りながら、森

林資源の循環利用による林業・木材産業の振興も求められ

ています。

　平成８年(371,000千円)　→　平成17年(157,000千円)

① 農　業

② 林　業

　農業委員会が農家の皆さんのために定める「平成22年

度農業労働賃金標準額」が決まりました。地域の条件等

により、労働賃金も様々です。あくまでも、相手方との

交渉時の目安としてお使いください。

おしらせ
平成22年度

平内町農業労働賃金標準額

①労働賃金表(１日当たり)

作　業　名 標準額(円)

水田・畑作業  農作業一般 　　　　　5,100

単位：千円

※平成元年の花きはその他に含まれます。

作　業　名 標準額(円)

水田作業

 水田耕起 　　　 4,600

 荒代掻き  　　　4,600

 代掻き(２回)  　　　5,200

田 植 え
 苗もち  　　　6,000

 苗なし  　　 35,100

刈り取り

脱　　穀

 コンバイン   　　13,500

 バインダイー  　　　6,200

 ハーベスタ 　　 　5,500

乾　　燥

(１俵当たり)

 生乾燥  　　　1,100

 補助乾燥

 (17％超～20％以下)
 　　　　800

 補助乾燥

 (17％超～20％以下)
 　　　　600

畑 作 業  畑 耕 起  　　　4,600

②機械作業請負料金表(10㌃当たり)

問 農業委員会事務局

　☎７５５－２１１７

★平内町林業生産額の推移(青森県民・市町村民経済計算)
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　当町のホタテ情報発信拠点となる「ほたて広場」では、

世界で初めてホタテの人工産卵に成功した「青森ほたて養

殖の父」といわれる山本護太郎博士が、秋田県湯沢市院内

地区出身という縁で、同市の「道の駅おがち」と交流をス

タートさせました。

　昨年10月に「道の駅おがち」で、山本博士の紹介と平内

ほたてのＰＲを目的に「ほたて貝焼き」を格安で販売した

ところ大変好評であったため、湯沢市から更に大きなイベ

ントでの協力を要請され、県内外から大勢の来客がある湯

沢市「犬っこまつり」、雄勝町「雪まつり」の両イベントに

参加しました。

　約380年の伝統を持つ「犬っこまつり」は湯沢市役所に隣

接する中央公園を会場に、雪像の「お堂っこ」と「犬っこ」

のペア約20組が披露され、多くの観客が訪れました。会場

周辺の歩行者天国には、所狭しと出店が並び、その一角に

出店した「平内ほたて貝焼き」コーナーは行列ができるほ

ど大人気で、すぐに完売となりました。

　また、青森県ほたて流通振興協会(植村正治会長理事)も

参加し「蒸しほたてのバター焼き」の格安販売を行い、同

　当町出身の津軽三味線の名人「初代高橋竹山(本名定蔵)」

が今年６月に生誕100年を迎えるにあたり、竹山のことを多

くの人に知ってもらい、町を盛り上げていこうと、町商工

会青年部(田中大部長)は２月27(土)、小湊地区国道沿いの

竹山記念碑広場において記念イベント『高橋竹山とキャン

ドルナイト』を開催しました。

　会場では、青年部の方々が２週間をかけて作成した雪山

を使った巨大スクリーンに、華麗な音色を奏でる竹山の姿

が映し出されると、来場者は一斉に注目しました。

　その雪山には、子どもたちが会場で作った色彩豊かなキャ

ンドルが灯され、寒風に揺らされることで一層幻想的な空

間を作り出しました。来場者は、会場内の屋台コーナーで

振舞われたホタテ稚貝の味噌汁やこのイベントのため開発

された太巻き寿司「竹山巻き」、十和田バラ焼きなどを買い

求め、温かくおいしい食べ物やお酒を手に楽しみました。

　また、ステージで「竹伸会ミニコンサート」が始まると、

待ってましたとばかりに拍手と歓声が起こりました。そし

て主催者が「あえて音響設備を入れなかった」と語るよう

に、華麗で繊細な生の三味線が満員に膨れた会場を包むと、

観客は平内に伝わる懐かしい音色に引き込まれました。

　コンサートでは三味線演奏のほか、竹山の孫にあたる高

橋哲子さんが、津軽を代表する民謡「じょんがら節」を披

露するなど、観客は口ずさんだりしながら、心地よい調子

と節回しを堪能しました。

　この記念イベントのリーダーである本堂俊志さんは「会

場準備は大変だったが、子どもたちの楽しそうな姿を見て

安堵している。更に生誕100年を盛り上げ、平内の活性化に

つなげたい」と語りました。

　来場者は、夜が深まり冷え込みが厳しくなる中、世界中

に知られる高橋竹山の芸術的な音色、それを引き継ぐ弟子

たちの音色を心に刻みました。

様に青森ほたてのＰＲに努めました。

　今回のイベントを通じ「平内ほたて」の美味しさと素晴

らしさ、更に広くＰＲしていく必要性を再認識しました。

今後「ほたて広場」と「道の駅おがち」では、更に物販交

流を深めていくことを確認し合いました。

　なお、平内と湯沢を結ぶ「青森・湯沢ほたて友好大使」

として、湯沢市出身のＲＡＢアナウンサー筋野裕子氏が任

命され「私にとって青森は第２の古里。２つの古里のために

尽力したい」と抱負を話しました。

生誕100年記念イベント
『高橋竹山とキャンドルナイト』

物販交流を深める！
『ほたて広場』・『道の駅おがち』

　青森少年院では、生徒が体育を中心に、日頃の教育活動

の成果を発表する体育祭を開催します。体育祭は、関係団

体やボランティア団体等のほか、生徒の保護者も参加し、

交流を深めていただく恒例の行事となっております。

　例年、平内地区更正保護女性会や沼館町内の方々にご案

内してきましたが、当院も７月に創立45年を迎え、広く町

民の皆さまに行事や教育活動をご覧いただきたく、右記に

よりご案内させていただきます。

▼日　　時　５月27日(木)　10時～12時30分

▼場　　所　青森少年院グランド(雨天時体育館)

▼人　　数　30名の方に限らせていただきます(先着順)

▼申込期限　５月10日(月)

▼申込方法　下記の更正保護女性会の方にご連絡ください

　・森田　君子会長(☎７５５－３９２７)

　・山内　ひさ会員(☎７５５－２３５６)

　・畑井トサス会員(☎７５５－３４４４)

※参観していただく方には、お願いする事項がいくつかあ

　ります。詳細につきましては、下記までご連絡ください。

問 青森少年院

　☎７５５－２３４１

青森少年院体育祭開催！
～町民の皆さまをご案内します～
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人口と世帯

男 …  6,367 人 ( ＋  4 人 )

女 …  6,883 人 ( － 16 人 )

計 … 13,250 人 ( － 12 人 )

世帯数 … 5,304 世帯（－ 11）

平成 22 年２月末現在

(　)は、前月との比較
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第20回夜越山クロスカントリー大会
記念大会ゲストランナーは荻原健司さん！

★記念大会ゲストランナー★

　五輪金メダリスト

 荻原健司さん

◆期　　日：平成22年５月３日(月)憲法記念日

◆会　　場：平内町夜越山森林公園内(クロスカントリーコース)

◆日　　程：◎受　　付…８：00～(夜越山ヒュッテ内)

　　　　　　◎開 会 式…８：45～(夜越山ヒュッテ内)

　　　　　　◎競技開始…９：30～

　　　　　　◎閉 会 式…全競技終了後(夜越山ヒュッテ内)

　　　　　　　※表彰は各クラス終了後随時行います。

◆参加資格：健康に自信があり完走できる方なら誰でも参加できます。

　　　　　　年齢は、大会当日の満年齢とします。

◆申込期限：平成22年４月14日(水)消印有効

　　　　　　※定員600名になり次第締め切らせていただきます。

　　　　　　(尚、当日受付はフリーの部のみ。10時まで！)

◆参 加 料：◎中学生(フリーの部)以下1,000円

　　　　　　◎高校生以上　　　　　　1,500円(保険料含む)

◆表　　彰：１位から６位まで賞状と副賞を授与(フリーの部を除く)。

　　　　　　また、参加者全員に参加賞を差し上げます。

閉会式後、平内活ホタテのお楽しみ抽選会を行います！

●‘92 ‘94
　　冬季オリンピック団体金メダル
●‘93 ‘94 ‘95
　　ワールドカップ個人３年連続優勝
●‘93 ‘95 ‘97
　　世界選手権３大会連続優勝
●‘91～‘02
　　ワールドカップ個人通算19勝

◆問い合わせ先
　〒039-3321
　　青森県東津軽郡平内町大字小湊字下槻12-１
　　　平内町教育委員会　教育課内
　　夜越山クロスカントリー実行委員会事務局
　　　TEL　０１７－７５５ー２５６５
　　　FAX　０１７－７５５－２０７８


